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『
自
ら
を
過
信
す
る
と
き
に
、
人
間
は
と

か
く
謙
譲
の
美
徳
を
失
い
、
従
順
さ
を
忘

れ
る
も
の
で
す
。
人
の
生
活
に
は
必
ず
隣

が
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
を
幸
福
に
す
る
と

き
に
も
、
不
幸
に
陥
れ
る
と
き
に
も
、
隣

の
力
が
つ
ね
に
大
き
く
働
く
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
が
社
会
に
お
い
て
よ
く
融
合

し
う
る
よ
う
、
そ
し
て
隣
を
愛
し
、
隣
を

益
し
、
隣
と
と
も
に
栄
え
る
よ
う
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
念
じ
て
お
り
ま
す
。』（
大
妻

学
院
創
設
者
‥
大
妻
コ
タ
カ
）

　　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
日
本
、
世
界
と
も
に

自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
延
期
を
は
じ
め
、

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
デ
パ
ー
ト
や
多
く
の
店
舗
が

休
業
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
こ
の
歴
史
的

な
災
害
に
よ
る
経
済
の
冷
え
込
み
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

学
校
も
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時

点
で
は
3
月
初
旬
よ
り
臨
時
休
業
が
2
か

月
を
超
え
て
継
続
さ
れ
、
生
徒
や
保
護
者

の
方
々
に
も
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
入
っ
て
す
ぐ
、
外
出
自
粛
の
さ

　

本
校
は
、
こ
の
休
業
期
間
中
、
教
職
員

は
各
種
の
在
宅
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
き

つ
つ
、
生
徒
は
在
宅
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
遠

隔
の
教
育
は
、
生
徒
も
先
生
方
も
初
め
て

の
経
験
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
保
護
者
の

ご
理
解
ご
協
力
も
得
て
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
授
業
を
継
続
で
き
て
い
る

こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
生
徒
や
保
護
者
の
方
々
、
そ
し

て
教
職
員
の
安
全
を
最
優
先
と
考
え
る
と
、

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
研
修
、
生
徒
た
ち

が
授
業
以
外
で
活
躍
で
き
る
部
活
動
、
成

長
の
節
目
に
大
切
な
入
学
式
や
始
業
式
な

ど
、
数
多
く
の
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
残

念
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
で
見
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
経

済
学
者
・
思
想
家
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア

タ
リ
氏
の
言
葉
が
、
冒
頭
の
大
妻
コ
タ
カ

の
言
葉
と
非
常
に
重
な
る
と
い
う
印
象
を

持
ち
ま
し
た
。
氏
は
２
０
１
７
年
の
著
書

「
未
来
予
測
」
の
中
で
も
、
人
類
の
危
機

を
回
避
す
る
た
め
に
『
自
分
の
幸
福
は
、

他
者
の
幸
福
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
自

覚
せ
よ
。』
と
述
べ
て
い
ま
す
。
彼
は
テ

レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
そ
の

「
利
他
主
義
」
と
言
う
考
え
方
を
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

　

「
利
他
主
義
は
最
善
の
合
理
的
利
己
主

な
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

外
せ
な
い
出
張
が
あ
り
、
東
京
駅
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

東
京
駅
構
内
も
、
駅
の
外
も
、
あ
ま
り
に

も
閑
散
と
し
て
い
て
、
何
か
違
う
世
界
に

来
た
よ
う
な
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が

こ
の
世
界
を
変
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
不

思
議
な
錯
覚
に
陥
り
ま
し
た
。

　

政
府
の
専
門
家
会
議
が
、
当
初
、
感
染

拡
大
防
止
に
は
人
々
の
行
動
の
変
容
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に

そ
う
い
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

第
７
回
中
野
区
検
定
の
実
施
の
あ
ら
ま

し
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時　

12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

会
　
　
場　

中
野
区
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

中
野
区
中
野
２
―
13
―
14

受
験
資
格　

中
野
区
に
関
心
の
あ
る
方

受
験
料　

一　

般　
　

１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　

学　

生　
　
　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

ビ
ギ
ナ
ー　
　
　

３
０
０
円

出
　
　
題　

４
者
択
一
方
式

　
　
　
　
　

一　

般　
　
　
　
　
　

50
題

　
　
　
　
　

ビ
ギ
ナ
ー　
　
　
　
　

30
題

出
題
範
囲　

　
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」「
な
か
の
区
報
」

「
中
野
区
の
史
跡
」
「
な
か
の
史
跡
ガ
イ

ド
」
「
な
か
の
よ
り
み
ち
ナ
ビ
」
「
中
野

散
歩
帳
」
「
歩
楽
人
」
そ
の
他
か
ら
出
題

応
募
期
間　

10
月
１
日
〜
11
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
予
定
）

認
定
基
準
及
び
結
果
発
表

　

一
般
の
成
績
上
位
者（
概
ね
１
割
の
方
）

に
「
も
の
し
り
博
士
号
」
を
授
与
。
結
果

発
表
は
12
月
中
旬
。

※
詳
し
く
は
７
月
以
降
に
チ
ラ
シ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
10
月
号
な
ど
で
知
ら
せ

し
ま
す
。

※　

過
去
問
題
集
を
発
売
予
定
。

　

第
６
回
中
野
区
検
定
問
題
（
抜
粋
）

　
　

（
令
和
元
年
12
月
１
日
実
施
）

１
．
『
中
野
区
内
に
は
標
高
40
ｍ
位
の
五

　

つ
の
台
地
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
中
野

　
区
役
所
は
ど
の
台
地
上
に
あ
り
ま
す
か
。

ア　

沼
袋
台
地　

イ　

野
方
台
地　

ウ　

中
野
台
地　

エ　

幡
ヶ
谷
台
地

２
．
目
の
病
に
効
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
新

　
井
薬
師
、
縁
日
は
八
の
付
く
日
で
す
が
、

　
建
立
し
た
人
物
は
誰
で
す
か
。

　
　

ア　

行
春　
　
　

イ　

一
休　
　
　

　
　

ウ　

空
海　
　
　

エ　

円
了　

３
．
中
学
生
時
代
オ
タ
ク
と
い
う
理
由
で

　

い
じ
め
を
受
け
、
ひ
き
こ
も
り
、
死
に

　

た
か
っ
た
時
期
を
な
ん
と
か
生
き
延
び
、

　

次
第
に
活
躍
の
幅
を
広
げ
て
き
た
中
野

　

区
在
住
の
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
が
文
章
と

　

漫
画
で
綴
っ
た
本
；
『
「
死
ぬ
ん
じ
ゃ

義
に
他
な
ら
な
い
。
自
ら
が
感
染
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
他
人
の
感

染
を
確
実
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
他
国
が

感
染
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
自
国
の
利
益

に
な
る
。
長
期
的
に
見
れ
ば
、
海
外
市
場

の
繁
栄
は
国
益
に
つ
な
が
る
。
利
他
的
で

あ
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
自
分
の
利
益
と

な
る
。（
今
回
の
危
機
以
降
は
）
経
済
を

ま
っ
た
く
新
し
い
方
向
に
設
定
し
直
す
必

要
が
あ
る
。
つ
ま
り
利
他
的
な
経
済
や
社

会
、
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
社
会
』
『
共
感
の

サ
ー
ビ
ス
』
に
向
か
う
方
向
に
。
そ
し
て
、

次
の
世
代
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
。
」
こ

れ
は
、
大
妻
コ
タ
カ
の
考
え
方
に
実
に
通

じ
て
お
り
、
今
求
め
ら
れ
る
行
動
様
式
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

政
府
の
専
門
家
会
議
は
、
5
月
1
日
の

提
言
で
、
『
徹
底
し
た
行
動
変
容
の
要
請

を
緩
和
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
再
流
行
へ

の
対
応
体
制
を
整
え
た
上
で
、
感
染
拡
大

を
予
防
す
る
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
り
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
』
と

し
て
い
ま
す
。
「
行
動
の
変
容
」
を
お
互

い
が
意
識
し
、
再
び
感
染
の
流
行
を
防
ぐ

た
め
の
新
し
い
行
動
様
式
の
定
着
が
で
き

る
よ
う
、
本
校
と
し
て
も
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、SD

G
s

へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
と
同
様
、
多
く
の
人
々
の
幸
せ
に

繋
が
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
新
た
な
日
常
の

中
野
区
の
ホ
シ

に
な
ろ
う

第
７
回　

中
野
区
検
定　

実
施
速
報

　

ね
ー
ぞ
!
!
」－「
い
じ
め
ら
れ
て
い　

　

る
君
は
ゼ
ッ
タ
イ
悪
く
な
い
」
』を

　

２
０
１
９
年
８
月
に
出
版
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
は
ど
な
た
で
す
か
。

　
　

ア　

ブ
ル
中
野　

　
　

イ　

サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野　
　

　
　

ウ　

ダ
ン
プ
松
本　
　

　
　

エ　

中
川
翔
子

４
．
高
円
寺
の
阿
波
踊
り
は
今
年
も
大
勢

　

の
人
出
で
賑
わ
い
、
新
聞
に
も
大
き
く

　

取
り
扱
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
、

　

40
回
目
を
迎
え
た
中
野
区
内
の
商
店
街

　
が
高
円
寺
阿
波
踊
り
の
一
か
月
前
に
阿

　
波
踊
り
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ど
こ
の
商

　
店
街
で
す
か
。

　
　

ア　

鍋
横
商
店
街　

　
　

イ　

川
島
商
店
街　

　
　

ウ　

都
立
家
政
商
店
街　

　
　

エ　

野
方
商
店
街　

５
．
一
般
社
団
法
人
中
野
区
観
光
協
会
所

　

属
の
中
野
区
観
光
大
使
は
中
野
区
を
ア

　

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

　

分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
中
野
の
お

　

宝
『
哲
学
堂
公
園
』
の
歴
史
、
概
要
、

　
建
造
物
等
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
が
得

　
意
な
観
光
大
使
は
誰
で
す
か（
敬
称
略
）。

　
　

ア　

神
田
山
緑　

　
　

イ　

折
井
理
子　
　
　

　
　

ウ　

青
山
よ
し
き　

　
　

エ　

ヨ
シ
ム
ラ
ヒ
ロ
ム

６
．
公
務
員
宿
舎
跡
に
２
０
１
９
年
９
月

　

23
日
、
１
ha
超
（
１
０
，３
５
５
㎡
）

　

の
「
広
町
み
ら
い
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン

　

し
ま
し
た
。
巨
大
遊
具
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

　

グ
施
設
、
多
目
的
広
場
、
滝
流
れ
、　

　

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
、
ボ
ー
ル
遊
び
広
場
、

　

防
災
広
場
、
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

　

レ
、
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
、
喫
茶
コ
ー

　

ナ
ー
等
を
備
え
た
ウ
ル
ト
ラ
公
園
で
、

　

日
比
谷
花
壇
を
代
表
企
業
と
す
る
「
中

　

野
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
指
定

　

管
理
者
で
す
。
「
広
町
み
ら
い
公
園
」

　
は
ど
こ
に
で
き
ま
し
た
か
。

　
　

ア　

上
鷺
宮
４
丁
目　

　
　

イ　

南
台
５
丁
目　
　

　
　

ウ　

弥
生
町
６
丁
目　

　
　

エ　

野
方
６
丁
目

７
．
２
０
１
９
年
度
の
文
化
勲
章
親
授

　

式
は
11
月
３
日
皇
居
で
行
わ
れ
、
中
野

　

区
在
住
の
田
沼
武
能
氏
（
90
）
ら
６
人

　

が
天
皇
陛
下
か
ら
文
化
勲
章
を
贈
ら
れ

　

ま
し
た
。
田
沼
武
能
氏
は
ど
の
分
野
で

　
業
績
を
上
げ
ら
れ
た
方
で
す
か
。

　
　

ア　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
基
本

　
　
　
　

構
造
確
立

　
　

イ　

自
己
免
疫
疾
患
治
療
法　
　

　
　

ウ　

報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
及
び
国
内
外

　
　
　
　

の
こ
ど
も
写
真
撮
影　
　
　

　
　

エ　

数
理
工
学
分
野

　
　
　
　
　

※
答
え
は
４
ペ
ー
ジ
最
下
段

た
け
よ
し

在
り
方
」
を
、
皆
様
と
共
に
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
こ
の
原

稿
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
に
不
安
も
大
き
い
で
す
が
、

焦
ら
ず
冷
静
に
、
共
に
協
力
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
毎
日
の
生
活
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。
日
々
の
、
新
し
い
生
活
様
式
へ
の

取
り
組
み
は
、
日
本
の
未
来
に
繋
が
っ
て

い
る
と
信
じ
ま
す
。

　

T
hink P

ositive! challenge!
construct! create!

　

「
隣
を
愛
し
、
隣
と
と
も
に
栄
え
る
よ

う
に
努
め
る
」


